
 

２０２４年５月２４日 

東海旅客鉄道株式会社 
 

 
中央新幹線第一首都圏トンネル（梶ヶ谷工区）における 

本格的な掘進の開始について 
 
 
中央新幹線第一首都圏トンネル（梶ヶ谷工区）におきましては、２０２３年３月から２０２

４年２月にかけて、シールドトンネル工事の安全対策や周辺環境への影響の実地確認に主眼を

置いた調査掘進を行い、その確認結果について、専門家にご確認いただいたうえで２０２４年

４月に計画路線周辺にお住まいの方々へご説明しました。 

このたび、２０２４年５月２７日より、本格的な掘進を開始することといたしましたので、

以下の通りお知らせします。 

 

１ 工事の概要 

・ 工事名称：中央新幹線第一首都圏トンネル新設（梶ヶ谷工区）ほか 

・ 工事場所：神奈川県川崎市中原区等々力から同麻生区東百合丘の間 

※今回の本格的な掘進は、神奈川県川崎市宮前区梶ヶ谷から同麻生区東百合丘

の間を掘進するものです。 

・ 発 注 者：東海旅客鉄道株式会社 

・ 施 工 者：中央新幹線第一首都圏トンネル新設（梶ヶ谷工区）ほか工事共同企業体 

（構成員：前田建設工業株式会社、三井住友建設株式会社、大日本土木株式

会社、アイサワ工業株式会社） 

 

２ 今後の掘進にあたって 

・ 本格的な掘進においても、調査掘進と同様に適切な施工管理を行いながら安全に工事を

実施してまいります。また、トンネル掘進の進捗に合わせた公道の巡回監視、地表面変

位等の計測結果の公表、２４時間対応の工事情報受付ダイヤルの開設など、沿線にお住

まいの皆様に安心してお過ごしいただくための取組みを強化します。 

・ トンネル掘進の進捗に合わせて、順次、オープンハウス型の説明会を開催するなど、工

事に関する情報を継続的にお知らせしてまいります。 

・ 引き続き、地域の皆様のご理解を深めていただくための様々な取組みを行いながら工事

を進めてまいります。 

 

（参考）これまでの取組み 

・ ２０２１年８月２３日、２４日、２５日及び２７日 

シールドトンネルにおける安全・安心等の取組みに関する説明会を開催。 

・ ２０２３年１月１７日、１９日及び２１日 

シールド掘進工事説明会を開催。 

・ ２０２３年３月２７日から２０２４年２月２２日 

調査掘進として、梶ヶ谷非常口から名古屋方へ約２３０ｍの区間を掘削。 

・ ２０２４年４月１８日、１９日及び２１日 

調査掘進での確認結果に関する説明会を開催。 

・ ２０２４年５月６日及び７日 

当工区最初のオープンハウス型の説明会を開催。 
※一連の説明会の資料は以下のリンク先または右のＱＲコードからご覧ください。 

https://company.jr-central.co.jp/chuoshinkansen/urban_shield-tunnel/description/ 

    ※ＱＲコードは（株）デンソーウェーブの登録商標です。 

 

https://company.jr-central.co.jp/chuoshinkansen/urban_shield-tunnel/description/
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中央新幹線第一首都圏トンネル（梶ヶ谷工区）について

別紙

■本格的な掘進開始に向け準備を進めるトンネル内（2024年5月9日撮影）

■位置図（2024年5月27日から1号機が本格的な掘進を開始）
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